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Ⅰ新技術の解説

１ 要旨

 リンドウの本県オリジナル品種「ふくしまさやか」（早生）及び「ふくしまかれん」（中晩生）の休眠打破に
必要な低温要求量を解明したことで、効率的な加温や保温の開始によるリンドウの開花促進技術を確立
した。

(1)
低温を5℃一定で与えた場合、休眠打破に必要な低温要求量は「ふくしまさやか」で900時間以
上、「ふくしまかれん」で1,100時間以上であることから（表1）、効率的に加温や保温を開始するに
は低温要求量を満たして休眠が打破されてからとする。

(2) 最低気温10℃設定で加温した場合、加温開始時期を変えることで露地栽培に比べて1～3ヵ月程
度の開花促進ができる（表2）。

(3) ハウス・内張り・ビニルトンネルで3重に被覆して保温した場合、3月上旬までに保温を開始すれ
ば露地栽培に比べて1ヵ月程度の開花促進ができる（表2）。

２ 期待される効果

 加温や保温で開花が前進することで需要期に出荷することができるとともに、露地栽培と組み合わ
せることにより作期の拡大もできる（表2）。

３ 適用範囲

 「ふくしまさやか」や「ふくしまかれん」を栽培している地域。

４ 普及上の留意点

(1)
効率的に加温や保温を開始する時期は低温要求量に到達する時期（休眠が打破される時期）で
決まるため、気象条件や地域により異なる（表3）。

(2) 「ふくしまさやか」を12月から加温した場合は草丈がやや伸びにくい（図1）。
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